
このたびは本機をお買い求めいただきましてまことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」巧び別冊の「工事説明書 J をよく読 
んで、正しく使用してください。 

この r 取扱説明書 J は、別冊の「工事説明書 J 、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 

♦取扱説明書、工事説明書を紛失された攝台は、お買い求めの販売店にご相談くだ 
さい。 
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田ち全のために必ずお守りください 


>お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
おずお守りしホこだくことを説明していまず。 

にこに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明して 
います。 __ 

A なか心 ,1--* II - IA 、 r この表示を無視して、誤った取す及いをすると、人が 

/|\警告 (WARN I IMG ) 死こ重傷を負う可能性、または火災の可能性び 
ムム W \ / 想定される内容を示しています。 


A ^.X この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 

分 V 迂意 ( CAUTION ) 胃轟農飄繫物的損書の発生が想定される 


お守りしすこだく內容を、次の絵表示で区分しています< 


0 ® 0 ®® 

この絵表示は、「禁止」 
されている内容です。 

〇處 

この絵表示は、必ずして 
いただく r 指示」内容です。 


五 


この絵表示は、「注意」 
していただく内容です。 



告 （ WARNING ) 


み巧ソリン使用禁出 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使巧しな 
いだ\片"立い。 / F ==^ 

|| S 譜◎歲感 

。 み*^严^ガソリン禁止 


★靖排気筒トップ閉そ匀宣職 j 

給排気筒トップの周りび雪でふさがれたままで 
使用しないでください。ふさびれているとをは、 
除雪して<ださい。 

閉そくしてぃると。ふ。。 1 X 1 
運乾中に排ガスび。 だ レ^ e 。 V N / 
室内に漏れて、危/ rTx 
険です。 ソ y \ ^ 止 

み温風欣 由 □ 吞ふさびなぃ 

衣類、紙などで温風 
吹出□や空気取入 ( ff ^ 

口をふさびないでく A ：/ fe = ni / V 1 

ださい。 今侯 n V xj 

あ類、紙などでふさ 

ぐと、異常燃焼や火 ん . ふ 禁止 

災の原因になります。 

' ★定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に点検•整備を受けてく 
ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。 

点検•整備はお ^ 

買ぃ求めの販|[ — い し Cj mm 
売店や資齡 = wfn^y 
のいる店に i を ziz ±:\^/ 1 
頼してください。 ^ 


0 


〇 


I ★給排気筒（ 管，ホース）外 ri 危険 I 

給排気筒償、ホース） 

び外れたまま使用し i , S jC ^ 
ないで<ださい。 ^=n ^1 XI 

がれていると離中かづ''^ V V 
に排ガスが室のに; I 丄 —— rrSO STT 
れて、危険です。 


0 


[★巧類の乾燥厳禁 I 

巧類などの乾燥にはでで hTT 

使用しないで<ださい。 7 iM ィ -TV 
衣類び乾燥すると、心，./ 

スト-ブの熱気でゆ [==|nl viX / 
れて落下して火びつ 

き、火災の原因にな J - [ 禁止 

0ます。 _^ ^ 

女スツレー吿喊禁1 

スプレー宙やカセット 

こんろ用ボンベなどを、 ，- — 1 ゾ 

ス t ブの前や温風の [=| n | /V A 

あたる所に放置しない I^^IUI I XI 

でください。 ，づ爵二两一、 

熱でちの圧力び上びり、 禁止 
爆発して危険です。 _ 

' ★ご自身での据付け • 移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や郭3業者にご依頼ください。 
(ストーブを移設させる場合を同じです。） 






0 












の安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION ) 


★力ーテン、寝具など可燃物近接禁止 1 I ★高湿部接触禁止 


カーテン、巧団や毛布など燃えやすいをののそ 
ばで使用しないで < ださい。 

ストーブの熱気で着火して乂災び発生するおそ 
れがあります。 

可燃物との離隔距離については4ページまたは 
工事説明書の I ★可燃物と か距離を離す I を参 
照してください。 

圓 0 


給油時消乂 I 

給油は、おず消火していることを確認し、他に乂 
の気のない所でおこなってください。 

义災のおそれびあ0ます。 


四 



〇 


★異 常時 使 用禁止 I 

万一異常を感じたときは、使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 









0 


燃焼中や消乂直後は、高湿部、給排気筒トップ、 
ルーバーに 手などをみれないでください。 
やけどのおそれびあ0ます。 


口 


接軸禁止 


★腰をか けたり物をのせない 

ス I ''ーブの上にのったり、腰をかけたりしないで 
<ださい。ス I -ーブの故障や、やけどのおそれび 
あります。ストーブの上に花びんや、水を入れた 
ちのなどを置かないでください。水がかかると 
漏電や故障のおそれびあります。 



0 


皆ぶ解樓驾を琴止’ 

故障、破損した5、使用しないでくだ 
不完全な修理は、危険です。 分目^禁止 


女指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに、指や可燃物、針 
金などの異物を入れないでください。 

けびや义災のおそれびあります。 


★温風に直接あた! 5 ない 

温風に直接長時間あた5ないでください。 

低温やけどや、脱水症状になるおそれびあります。 
温風を直接暇い込まないでください。気分び悪 
くなることびあります。 



0 


★長順使用しなし、ときは電源プラグを抜く 


長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントか5抜いてください。 
火災や予想しない事故の原因となり 
ます。 


运 

電据フラグ挪く 


2 











意 （ CAUTION ) 


★油漏れ確認 

油タンク • ゴム製送油管 • 接合部 • 給油コックおよ 
び機器等か5の阿油漏れびないことを確認の上 
ご使用ください。 

灯油び漏れていると义災のおそれびあります。 


漏れを確認. 


コム製送油管 



〇 


届:給排気筒包近の可燃物近棲禁止] 

給扫稳筒トップの近くに、灯油や可燃物など引乂 
のおそれのあるをのを置かないで<ださレ。 
火災のおそれびあ0ます。 




0 


i ★電源□—ドを傷めない」 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付けたり束ねたり、物をのせたり加エィ — V 
しないでください。また、電源プラグ fx A 
を抜くときは、コードを持って引き抜 
かないで < ださい。 

電源コードが破損し、火災や感電の 禁止 
原因になります。 


★電源プラグは確実に差し込む 1 


電源フラグはコンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコン mm 
セントは使用しないでください 。） MS 
乂災の原囚になりまず。 ^ 

焉れた手での抜き差しは ま旨示 

しないでください。 

感電の原因になります。 しコカ" J と 


改造使用の 禁止 I 

改造して使用しないで < ださい。 

また、ストーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

乂災や、排ガスが室内に漏れる原因 
となり、危険です。 


0 


高地(標高1日 OOm 切上 )では使用禁止 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

1日日日〜1日0日 m の場所では再調整びが要です。 
工事説明書の r 富地仕様への変更のしかた1 を 
参照してください。 



0 

使用禁止 


★電源プラグのお手入れをする 


とをどをは電源フラグをおさ、ほこり 
(及び金属物）を除去してください 。 Mm 
(ほこりや異物びたまると湿気などで W 
絶縁不良になり）乂災の原因になり 

ます。 指で 


皮巧面に注意 


ほこりや、タバコの煙などにより、温 
風吹出□周辺の床面び巧れたり変色 
することがあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、そ 
り返ることがありますので、熱に強い 
マツ h などを敷いてください。 

★可燃性ガス使届囊 IE 

ス I -ーブを使用している部屋で、巧燃 
性ガスが発生するをの（ガソリン、ベ 
ンジン、シンナー）、スプレーを 使用 
しないで < ださい。 

火災や故障の原因になります。 


A 

ミ主意 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 I 

おモ様やお年富り、がのご不自由なちがお使いになる場合は、やけどなどについて、 
周囲の人び充分にを意してください。 


0 

使用禁止 

〇 


3 




田安全のために必ずお守りください 



意に AUTION ) 


★可燃物との距離を離ず 

ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離は図のようにしてください。 


〇 


標準据付け例 






6 趙带 _ . 


Ijr 


■ ' ' (正面) ■ 

※イ呆巧な巧のために片側は 30cm な上雜してくだごし、。 





&60cm 


お気 夕 

お竺 Jj 聖 J 

も \ち槪 p5cm ぇ夕 
バ 邊巧 仙 ク 


(測耐 


川 mm 川 II 


給が気商トップ 


巧 cmLU 口 15cm む • 


.も:..：..'..ん.1.;. . .. •ぃ..か . .くろ公•のパ. 

(側面）※不燃巧の巧合は3日 cmLU 上 


•ストーブは、ストーブに附属された置台の上に据付けること。 



願い （ NCmCE ) 


★な油の 廃棄1 

•な油の廃棄の分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


图使用する場所 


I ★効果のに使用ずるために 


•温風の循環を妨げる 
をのかない場所に設 
置してください。 


U 



I 外気に接する窓の 
下や壁側に設置す 
ると効果的です。 



►熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることがあります。 
熱に強いマットなどを敷いてください。 















































图备部のなまえ 

「操作部•表示部なな表京と f まいかた、「点巧」 • 「点減」の意味 

運乾スイッチ __ 

運乾の入•切をおこないまず。 

点滅…… ず熱中です。 _ 

点な 運転中でず。 

「固使いかた」 の I 点火のしかた I 、 I タイマー運起 
のしかた]、 I 消火のしかた I 参照_ / 

室温/時刻合わせボタン 1_ 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

「巧使用前の準備」 の I 現在時刻の設定のしかた!、 

「固使いかた」 の I 室温調節のしがを 1 、 I タイマー 
運輕のしか？ 司参照 


_ チャイルド□ックボタン _ 

チャイルド□ックの設定•解除をおこないまず。 


「囘使いかた」 の をヤイルド□ックのしかた I 参照 


チャイルド□ックランプ 

点 I 打…… チャイルド□ックび設定されています。 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなラとをに使います。 

「囘使いかた」 の I タイマー■運輯のしかた I 参照 




入運転切 



離温度室内温度 




時 巧" 
さげるあげる 

温度 • 時刻合わせ 


I 


3 秒巧し 


かイル阳が 


©タイ 7- 


凉ェ〕 




6 















































デジタル表示部 


■温度表の 

設定温度…… 

1日て:〜32でまで設定温度を選択でをます。 
室内温度…… 

-9 で〜35でまで表示します。 

■イま温表の • 局温表?1^ 

「しつ」 ……票内温度が-1日で政下。 

「 W ， 」 ……室内温度び36た政上。 


■現在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 


謂度 M 時訊 



設定温度室巧温度 


0© タイ 7- 


〇京^ェ] 


;湿度■時計: 



設定溫度き®度 


0© タィマ- 


〇再 S ェ〕 


■タイマー運乾時刻表示 

タイマー運乾設定時を表示します。 


■故障•異常により自動消义したときのエラー表示 

自己診胁機能により、異常時にはい ご〜らぶ. 
■ E - •ご F を表示しまず。 

( 「画1故障•異常の見分けかたと処置方法 I 」 参照） 



設定温度室内温度 


@©タィマ- 


〇承 （ I ] 



設定湿度室度 


OssS I 〕 


■クリーニング燃焼表示 

ク U — ニング燃焼の残り時間を表示します。 


た豆度•時計 J 、 


0© タイ 7- 


■エコ 運乾表示 

エコ運転中を表示しまず。 

底豆度■時計)\ 


0© タイマー 


設定温度き巧温度 


〇巧 S ェ〕 


設定温度卽温度 


@ fiS ェつ 


■不完全燃焼通知機能により自動消义したときの 
エラー 表を 

不完全燃焼通知機能の連続作動回数により 

「， S ' み S ' /」〜「 っ'が」 を表示します。 


■再点义防止機能により自動消义したとさの 
エラー 表示 

「 W ， S ' h '4」 を表示します。 


:溫度■時計: 




設定温度訓温度 


0© タイ7 


〇再 N ェ〕 



設定温度室肉温度 


〇0 タィマ- 


〇勤エ〕 


7 















g 使用前の準備 


燃料 

® 燃料は、巧油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してください。 

A 警告 

★ガソリン使用禁止 ^ ^ ^ 

ガソ U ンなど揮発性の高し、油は、絶础こ 

使用しないでください。 m が^ 

少量の混入でも、火災の原因になります。 r / ガソリン禁止 


•ガソ1」ン、シンナーおよびこれ5が混入した灯 
油、変質灯油、巧れたな油、水やごみの憑じつ 
ている灯油などは、絶対に使巧しないでくださ 
い。 

♦灯油は、おず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専用容器を使って保 
管してください。 


灯油とガソ U ンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけまず。 
(乂の気のない巧でおこなつてください。） 


〇打油 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


油タンクに給油する。 

♦油タンクの給油口成たをはずし、灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見ながら給油してください。 

♦給油の隙は、給油□フィルターを取り去らないでくださし、。 



給油の際にこぼれた打油をふき取る。 

•給油樓、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっていれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
口か6市販の給油ポンプをドレン受け内に差し込み、水やご 
みなどを吸い出して < ださい。 


3給油□ふたを必ず元適りに閉める。 


燃料切れのま意 




♦燃焼中に灯油がなくなると消乂しまず。 

このとき 「給油ランプ」 び点滅し、プヴー音がして異常びあったことを知日せます。 

油タンクに灯油があるのに r 給油ランプ」 び点滅ずるときは、送油経路のつまり、空気たまりが考えられま 
す。このよラなとさは、 「良]使用前の準備 J の I 給油のしかも] 巧 巧 > や 「13使用前の準備 J 
の [点火前の準髓と確認 I r 定油面器のリセットボタンのセ ット J を参照して送油経路の点検をしてください。 
♦再運転する場合は、本体温度び充分下びってから油タンクに給油し、 「運転スイッチ」 を一度 r 切 J にしてか 
6「入」 にしてください。 
















♦送油管の違中げ山おになったり、もつれたりしていますと、送油管の 
中に空気がたまって'よ了油び流れないためにストーブは r 給油ランプ j が 
点滅して運転しません。 

このよラなときは ui 下の手順で処置をしてください。 

(な油をこぼさないよ5にミ主意して < ださい。） 

①バルブを全閉にする。 

③送油管に山形情低)びないように平らにずる。 

感ス I -ーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端を 
バケツなど：0油をためることげできる容器に入れはずれないように固 
定する。 

0；りレブを全開にし、送油管か6灯油に空気び混じらない状態で連続し 
て流れ出ることを確認する。 

注意：バルブを全開にしてち灯油びまったく出ない場合は油タンクと 
ス1ブ本体との落善(約3日 cm 必要)がない場合をありますので 
確認-処置してくださし、。 

⑥確認でをた5バルブを全閉にする。 

⑥ 送油管をストーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にずる。 

霞ストープ本体の側面にある赤色の リセットボタンを 下へ1回巧す。 

( D ストーブを運転する。 





※製品の側面にあります 


点义前の準備と確認 _ 

油漏れの確認 

ストーブの置台、または送油経路(油タンクや送油管の接続部など）に油漏れびないか確かめてください。 
万一、 油漏れしている場合はおずお買い求めの販売店に修理依頼、または当社にご相談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

給気ホース-排気筒が正しく接続されているか確認してください。 

外れていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 

ストーブ周辺の確認 

ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置ひないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット 

本体側面にある定油面器のホいリセットボタンを、下へ]回巧してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんび、シーズン切めや、本体設置場 
戸斤を変更したとさ、または対震自動消火装置び作動したあと再運転するとさは、 

リセットボタンををラー度、押しなおしてください。 

. -お願い- 

♦リセットボタンは5秒に(上押し続けたり、カラーを外して押さないでください。リセット 
♦定油面器か5灯油びあふれたり燃焼が継続しないことがあります。 






囲使用前の準備 


電源プラグをコンセント（家庭用 
AC 100 V ) に確実に差し込む。 

♦デジタル表示部は「-」表示されます 

ので、現在の時刻をセットしてください。 

參このとを r 給油ランプ」が点滅する場合は、 

ストーブにな油がをていませんので、「居]使用前の華欄」 
の I 給油のしかた I 伽姑ちかなの巧就 を参照してな油經路 




を点検して < ださい。 


設忠這度 mm 


現在時刻の設定のしかた 


(運乾停止中にしかできません) 


CH 現在時刻が午後7時10分の場合 

①「▼」または 「 A 」のボタンを1度押ず。 

「時計ランプ」が点滅します。 

⑥デジタル表示を見なび!5「夕」のボタンを押して「巧」 
に合わせる。 

③デジタル表示を見なび!5「 A 」のボタンを巧して「ぶ」 
に合わせる。 


♦「▼」•「 A 」 のボタンは、一度押すごとに 1 時間または 1 分間ずつ進 
みます。押し続けますと連続的に進みまず。 

♦時刻合わせをずる場合は、 「時計ランプ」 が点滅している間に 「 V 」 • 
「 A 」 のどち5かのボタンを巧してください。 

時刻含わせびできなかった場合は、をう一度 「穿」 または 「 A 」 のボ 
タンを押してやり直して < ださい。 


(4) 「時計ランプ」が、点滅か6点灯に変わり、設定び完了し 
まず。 

-お願い- 


♦ストーブの時刻表示がズレる場合は、コンセン 
卜を一度损いて、をラー度差し込み直して、時 
刻を設定してみてください。それでち直らない 
とさはお買い求めの販売店までお問い合わせく 
ださい。 

♦ス I -ープに初めて通輩したときや、停電後や、 
電源プラグを抜いて再通電した場合、デジタル 

表示は「-」表示されますので、現在の時 

刻を設定してください。 



設定温度室巧湿度 


★省電力機能 




I 時計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能びはた5いて、デジタ 
ル表示部が r 消|な」して、電力の消費を抑えます。 

時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイッチし:^がのどれかのボ 
タンを巧すと表示します。 

運転スイッチを押ずと点火動作に入りまず。（運転中及びタイマー待機 
中この機能ははた5をません。） 



設定温度室喊晶度 
時 分 





湿度 • 時刻含わせ 

3砂巧 し 

(•かイル阳州 

タイマ-) 


1 


デジタル表示部 

















固使いかた 


①油タンクのバルブつまみを r を開」にずる。 

⑥ r 運転スイッチ」を押して r 入」にする。 

•ブザー音がして「運転スイッチ」が点滅します。 

• r 温度ランプ」が点灯し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表 
7J\ しよ9。 

③約3分後に自動的に点乂し、「運転スイッチ」が点なに 
変わりまず。 

f -お願い-> 

♦ご購入されて初めて使用されるときに、製品の蜜料やパッキンなど 
が焼けることによって、においや煙が出る場台がありまず。 
このような場合は、お部屋の窓(給排気筒トップ取付け場所より離 
れた所)を少し開け、半日か51日程度、「強 J 運乾をしてください。 
♦1 〜2回点火操作をして、点火しなかった場含、何回を点火しない 
でください。バーナー内に巧油がたま0まず。販売店にご連絡くだ 
さぃ。 

万一巧油びたまったことに気付かずに点火したとさは、「運転スイ 
ッチ」を巧しなおして「切」にし、たまった灯油び燃えつをるまで待 
ってください。 このとさ、電源プラグをコンセントか6巧かないで 
<ださぃ。 

♦点乂後約日分間は、温度調節に関係なく r 中燃焼」 で予備燃焼します。 
♦点义後約2分間は、巧流用フアンは回りません。 

♦室温が日での場合は、点火までの時間は約7分になりまず。 

♦運乾開始時に閉止弁が開くため、 「カチッ」 と音がします。 


(運鼠中にしかでをません) 


①「承」または「盛」のボタンを1度押ず。 

「温度ランプ」び点滅します。 

(D 温度を上げるとを。 

デジタル表おを見なが5、 「盛」 ボタンを押します。 

(D 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なが5、 rw 」 ボタンを押します。 



購入後、巧めてお使いになる場合は、「みご」（2日む) 
が設定温度となりまず。 


室温調節のしかた 


点乂のしかた 



アジタル表示 W 























固使いかた 


設定のしかた 

① r エコボタン」を押ず。 

• FE ご,ご」表示に切り替わり エコ ランプが、点灯し設定されまず。 
•エコ 運転は一度設定ずれば、記憶されます。ただし、設定び記憶さ 
れていてち消火時には表示されません。 

解除のしかた 

( Dr エコボタン」を押ず。 

♦設定•室内温度表示に切り誓わり、エコランプ表示が、消灯し辭除されます。 
♦電源プラグを抜いたり、停電びあった場合は、自動的に解除されます。 
♦解除後はエコ運転設定前の設を温度にもどりまず。 

f -お願い-^ 

♦エコ運転を連続して使用しまずと、のぞき窓にずずが付くことがあ 
りまず。ときどきエコ運転を解除し、义力を「強 J 燃焼で！〜2時間 
燃焼させてください。 


(運乾中にしかできません) 


エコ運転とは… 

♦灯油の消費を抑えることにより、 C 日2排出量を抑えた環境にやさし 
い エコ □ジー機能でず。 

•エコ運転中はデジタル表示部に rf ごご」表示をし、設定温度と室内 
温度は表示しませんび、灯油を節約するために内部的に下記の制御 
をしまず。 

の設定温度わの6むし^0:の場合は、2日ごに切り替わります。 

⑤設定温度より室温が約2た上昇しますと、自動的に消火します。 
自動消火した後でを、運転ランプは点打したままになりまず。 

③ 室温が設定温度を下まわると自動的に再点乂します。 

④ 室温び設定湿度付近で安定した場合に、設定温度を]で下ば、こ 
れを設定温度が2日でになるまで繰り返します。 

•エコ 運乾中に「▼」または 「 A 」 ボタンを押ずと、設定-室内温度表 
示に切り替わり、温度設定をずることびでをまず。 


エコ運転のしかた 


♦温度設定をする攝合は 、 r 温度ランプ J が点滅している間に r 軍 J •「盛」 ボタンのどちらかを押してく 
ださい。設定でさなかった攝をはちラー度押して、やり直してください。 

♦設思晶度は、1日む〜32む、室温表示は、 一9 で〜3日ごまで表示しまず。 

♦室温表示は室温が一10で政下の場合 「 L 〇」 、3日で L 以上の場合は r H I J と表示します。 

•設定された室温にコント□ールするために自動的にに乂力を調節します。 

♦一度設定温度をミ夫めますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、消火後再運転す 
る場合も同一設定温度になります。（停電や電源プラグを抜いた後でも設定温度を記憶しています。） 

f -お願い- 

室温調節は、ス I -ープの位置や部屋の大ささなどで、必ずしち前面パネルの「デジタル表示部」の室内 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルームサーミスタを、工事説明書の （ ルームサーミスタの g 日線(移動）） を参照し 
て、適切な位置に付け替えて<ださい。 


ェ n ランプ 


デジタル表示部 


Hn ボタン 




















④「タイマーランプ」が点滅している間に5 
「運転スイッチ J を押して「入」にする。 ち 

かし待つと、「タイマーランプ」び点灯してデジタル 
表示は現在の時刻を表示してセットが完了します。 

f -お願い- 

♦タイマー運歸ま、一度タイマー運転時刻を設をすれば、変更しない限り、 
「タイマーボタン」 を巧して r タイマーランプ」 の点滅中に、 「運転スイッチ」 
を 「入」 にするだけで同一時刻で設定が完了します。 

(停電や電源プラグを抜いた後でをタイマー時刻を記憶しています。） 
♦「運転スイッチ」 を押して、 「運転スイッチ」 び点滅しているときに、 「タイ 
マーボタン」 を巧すと、 「タイマーランプ」 び点滅し、かし待つと 「タイマー 
ランプ」 が点灯しセットが完了します。 

参タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


タイマー運転のしかた ^(タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 

タイマー運転をする場合は、[•间 使用前の準備」 の 「現在時刻の設定のしか が に従って、時刻合わせを 
してか5でないと、タイマー運転でさません。 


このストーブのタイマー運転は、その時の室温 
により自動的にタイマー運転による点乂時刻を 
変え、希望の時刻にはお部屋を暖かくしておさ 
ます。（室温1日で！;(下の場合） 


室温によるタイマー点乂時刻の自動変更 
1己む!;(上^設定時刻 
0で〜1日で^設定時刻の1日分前 
日で政下^設定時刻の2日分前 



♦「 VJ • 「惠」 のボタンは、一度押ずごとに1時 
間または1日分間ずつ進みまず。巧し続けますと 
連続的に進みまず。 

♦時刻含わせをする場合は、 「タイマーランプ _!が 
点滅している間に 「▼」 • 「羞」 のどち5か 
のボタンを押してください。 

•設定できなかった場合は、ちう一度 「タイマー 
ボタン」 を巧してやり直してください。 



午前6時30分に設定したい場を 

①「タイマーボタン」を押ず。 

初めて設定するときはデジタル表示部の表示が 
「——」表巧に変わり、「タイマーランプ」が 
，百、滅します。 

(D デジタル表示を見なが6「軍」のボタ 
ンを巧して「 S 」に合わせる。 

(D デジタル表示を見なが5「 A J のボタ 
ンを押してじで J に含わせる。 


タイ 7— ポタン 

































圆使いかた 



消火後すぐに再点火ずると、過熱防止装置び作動した0、異常音び出ることがありますので、しば5く;令え 
るまで待ってか5再点火してください。 


消乂後再点义するときのミ主意 


-お願い- 

♦ストーブの消乂は 電源 プラグをコンセントか5巧き取ったり、スト 

ーブをゆすって消してはいけません。 

♦外出ずるとをは、必ず消义してください。 

•長期間留守にするとをは、必ず靈源プラグをコンセントから抜いて 
おいて < ださい。 


消火後しば5<は巧茄巧フアンは回転し続けまず。その後自動的に停 
止します。 

巧流用フアンが止まるまで、電源プラグを振かないでください。 


① r 運転スイッチ」を押して r 切」にする。 

♦「運転スイッチ」がしば5く点滅してから、消灯しまず。 
参デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 


消火のしかた 


解除のしかた 

タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前に通常運転をおこなぃた 
し、場含。 

〇「運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

-[タイマー運転の觸除] 

@ r 運転スイッチ」を再度巧して「入」にする。 

-〔通常運転開始] 

タイマ~運転のま意事項 

{ -お願い- N 

•通常運転中に 「タイマーボタン」 を巧ずと、消火して 「タイマー運転」 
のが態になり、タイマー運乾時刻に自動的に点火しまず。 

♦タイマー運起時刻の確認は、タイマー運転待機中または運乾停止時に 
「タイマーボタン」 を押すと、1日砂間表示します。 

•タイマー運転操作後に停輩があったとさや、ス I -ーブを揺6して巧麗 
自動消火装置び作動したとさは点火しません。 



運転スイツ 























チャイルドロックは、お子様のいたず5操作の防止や、誤って「運乾 
スイッチ」を押してを点火しないよラにしたいとさに使用します。 

設定のしかた 

①運転中や運乾停止中に r チャイルド□ックボタン」を3砂 
W 上長巧しずると r チャイルド□ックランプ」が点丹し、 
チャイルド□ックが設定されまず。 

♦運転中は運転スイッチで消火のみ操作巧能です。設定温度の変更な 
どの他の操作はでさません。 

♦運転停止中はすべての操作びでをません。 

解除のしかた 

(D チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルドが 
ックボタン」を3秒 L ソ上長押しすると「チャイルド□ック 
ランプ」が消口し、チャイルド□ックが解除されます。 


ヤイルド□ックのしかた 


♦ク U - ニング燃焼はノ くーナー(燃焼部）内の巧れを除去するための燃焼です。 
♦強燃焼で約2時間じ(上の連続運転をしますと、デジタル表示部に 「 [L G 5 」 
を表示して自動的に弱燃焼によるク U —ニング燃焼をおこないます。（約已 
分間カウントダウンします）その後自動的にをとの燃焼状態にもどります。 


クリーニング燃焼表示 


チャイルド□ツクランプ 


ツクポタン 


デジタル表示部 



























固使いかた 


使用上の注意 



* 、 7*1； 

法思 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあります。 


接触禁止 


•ご使用中に、においがしたり目びしみる場合は、給が気筒やパッキ 
ン部か5も排ガスが漏れていることげ考え6れ危険です。 

使用するのをやめてお買いボめの販売店にご相談ください。 

♦ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付けないで 
くだごい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの水分が 
結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒をふさぎ、不完全燃 
焼や排ガスが室内に漏れる原因とな D 危険でず。また、ス I '''ーブの 
寿命を短くする原因にをなります。 

♦屋がの給排気筒トップび雪に埋もれたり、結氷していないか、日常点 
検してください。 


巧交換器 



0 



0 


>長期間使用しない場合や、使用期間げ終わりました5、必ず電源プ 
ラグを损いてください。 

ほこりや巧れびついて発火することがありまず。 


♦このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていまずが、雷の条 
件によってはストーブが故障することがあります。雷び発生した5 
電源プラグをコンセントか5抜いて<ださると安全でず。またスト 
ーブをいためることをありません。 

♦油成分が多量に飛散ずる場所では使巧しないでください。 

♦ストーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び混入する 
おそれがあります。 

♦使用中、停電や電源プラグび抜けた後に再通電しますと、デジタル 
表示部に HE - 別が表示されます。このよラな場合の再点火は、し 
ばらく待ってストーブの本体温度び充分下がってか5おこなってく 
ださい。 

•正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。また炎 
はある程度片寄ったり、ゆれることびありますが異常ではありません。 



/コンセント 


«おフラグ 


を 

軍おプラグ城く 


6 






国ち全装置 


参ま全装置がイ乍動ずるのは何5かの異常があるときですから、下記の処置をしてち正常にならないと 
きは、お買いまめの販売店にご相談ください。 

♦安全装置び作動した場合は、「運転スイッ升対甲し「切」にしてから、下記の姐置をおこない、再度 
「運転スイツチ」を巧して「入」にしてください。（再点火操作） 


を全装置 


対震自動消义装置 

5- 5 


不完全燃焼防止装置 
E - S I 
ら-ら2 

E'63 

hlHH ! 

HH hS? 

HH HB 
HHHH 


点义安全装置 
ら ■ 3 


停電を全装置 

0 


燃焼制御装置 
E ~ 呂 


過熱防止装置 

E ~ IE " 


はた5を 


♦運乾中にストーブ本体び地震(震度約5な上） 
や強い振動、衝撃を受けた場含、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦タイマー 運転 中に 5 を表した 場合、 夕 
イマー運乾は解除されます。 


参運輯中にストープ本体近辺の室內空気に巧れ 
び発生した場を、不完全燃焼による危険を防 
止するために、自動的に運乾を停止します。 

け-,弓/から E ~ SB 表示） 


参不完全燃焼通知機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとさ、 
不完全燃焼による危険を防止するために、作 
動したことを通知して、自動的に運転を停止 
します。 

(HH H !から 化 S ' W 3 表示） 


♦再点火防止機能 

不完全燃焼阴止装置が連続して作動したとさ、 
不完全燃焼による危険を防止ずるたゆ、自動 
的に運乾を停止しまず。 （ HHHW 表示） 
再点乂防止機能び作動すると、切後の点乂操 
作びでさな<なります。 


♦点义ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 


参運乾中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたときは、自動的に運乾を停止します。 
♦再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー 運転 中に 停電が あった 場合、 タイマ 
—運乾は解除されます。 


♦燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 


•巧流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとを、また 
はフアンカバーにほこりびつまった場含に、 
火災などの盾険を防ぐために燃焼を停止しま 
す。 


E - 表示は安全装置び作動したときのエラー表示です。 

詳しくは、 「 II 01 故障•異常の見分けかたと姐! 置 方法」 を参照してください。 


処 置 


参地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
ミ由漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常びないことを確認し 
てか5再点义して < ださい。 


•部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒のがれな 
ど異常のないことを確認し 
てから再点乂してください。 


参部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒のがれな 
ど異常のないことを確認し、 
電源プラグを差し直して再 
点乂して < ださい。（販売 
店にご相談ください。） 


♦販売店にご相談 < ださい。 


参点乂ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したとさはバ 
ーナー庭に灯油びたまりま 
ず。たまった'な油をふを取 
つてか5、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 


♦再点火操作をします。 
♦現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
します。 


♦再点火操作をします。 


参フアンカバーのほこ0を取 
り除いてから、再点火操作 
をします。 

•の置をしてち、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイツチを r 切」にして、販 
売店に連絡して < ださい。 


-お願い- 

すべての処置は必ずストーブ 
を消乂し、本体温度が充分下 
びってか5おこなって < ださい。 





3 点検-手入れ 


点お-手入れをおこなラときは 


•点検•手入れをおこなラとをは、ス I -ープを消火し、ストーブび充分;令えてか5、おず電源プラグを抜 
いておこなつてください。 

♦部品に触るとさや、内部を掃除するときは、手をけがしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
♦ストーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色しまず。 

♦電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使うたびに 


全岛囲が犬壁 I 

♦ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにしてください。 

♦ス I -ーブはいつち清潔に掃除して<ださい。 
巧れたままのご使用は危険のをとでずし、スト 
ーブのいたみを早めます。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物びないよラにしてください。 


★ほこり 


•ストープについたほこ0や巧れは、掃隙機で吸 
い取ったり固< しぼった;’需れ雑巾などでみさ取 
つて < ださい。 

I ★臭気-すす] 


♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒卜 
ップか5すすび出ていないか確認してください。 
異常があれば販売店に連絡してください。 


★油漏れ、油のたまり、油のにじみ 1 

♦送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかどうかを調べる。給油の 
とをこぼれた灯油はよくふさ取ってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているときは、消乂操作をし、原因を確かめ 
防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確認 
した後、漏れた灯油を取0隙いてか6点火操作 
をして < ださい。 

吊57^製送油哥 


♦ゴム製送油管をかし巧ばてひび割れしていた6 
交換してください。 

♦ホースバンドのゆるみびあれば締めなおして< 
ださい。 

♦ゴム製送油管は2年に]度は新しいをのに交換 
されることをおすすめします。 


箇月に1回な上 


★のぞを窓 


♦のぞを窓がずずで巧れてくるような場合や、破 
れがある堤合は、販売店に相談の上、修理交換 
してください。 


★ルーパーのほこり 


•ルー;く一び';ちれたり、ほこりが付着した場合は、 
掃除機などでほこりを取り除き、固くしぼった 
磊れ雑巾などで巧れを;ふを取って < ださい。 


★フアン カバー 

♦ス I -ーブ背面のファンカ^く一のほこりを掃除磯 
などで取り除いてください。 
















★油タンク 


♦給油□フイルターがごみやほこ D で目づまりし 
ますと、給油時に給油口よ0あふれ出たりしま 
ず。給油□フイルターを取出して、付着したご 
みやほこりを取り除いてください。 


★油タンク内の水 


♦油タンクに水やごみがたまっているよ5でした 
ら、ドレン抜きや、油タンクのスト レーナな ど 
からたまつたかやごみを取り除いて<ださい。 


み 電源プ ラグ•コンセント 


♦電源プラグ、コンセントにほこりやミちれがたまると火災の原因 
になることびあります。 3箇月に]〜2回電源プラグをコンセ 
ントから抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてください。 



み定油面器のス トレー ナ 

♦定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ストーブの格納 
(シースンオフ)のとき、次のよラに灯油で洗浄してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

⑤ 定油面器のストレーナの取出□に容器をあてびっておを、2 
本のねじをはずして、ストレーナを抜き出す。 

感ストレーナを灯油で洗浄ずる。 

④ストレーナを元通りに取り付け、こぼれた巧油をみき取る。 

⑥ 油タンクのバルブを開く。 

愈油漏れびあるかないかを点検する。 



シーズンに1图似上 


★パッキン 


♦燃焼中、室内ににおいがこもるような攝合は、 
とくにま意して点横してください。 

♦燃焼筒とパーナーの接続部、燃焼筒と 
熱交撰器の接続部 
•点火 ヒーターの 取り付け部 


み点 乂ヒーター 

•点乂ヒーター及びパッキンび古くなり、切れた 
り、すをまなどびあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談 < ださい） 


★燃 焼リング、バーナ ー、燃焼筒、熱交換器 


♦燃焼リング、バーナー、燃焼筒、熱交換器は高温になりますので焼損することびあります。とをどを 
点検し、変形や焼損していた5早めに修理してください。（販売店にご相 i 炎ください） 


dS 






回点検-手入れ 



★給排気筒、排気筒 


ご使用中、においがしたり目びしみる場合は、給排気筒、排気筒やパッキン部か5排ガスが漏れてい 
ることが考え5れ危険です。点検後お買いボめの販売店にご相談ください。 


♦給排気筒や排気筒の接続部の列れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、ときどき点、検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の1」ング（曰 U ング)は耐熱性のをのですび、2〜3年で炭化す 
ることがあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスが漏れるおそれがあり 


まずので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースびふさがっていないか点検してください。 



OIJ ング 

種類1 

運動用日リング 

呼び径 

戶3日4種 C 

材質 

シ U コンゴム 


地震などの災害が発生したときの点検について 


♦地震などにより製品に振動、衝撃び加わったときは、運乾をする前に必ず;欠の点巧を実施して<ださい。 


區検内容1 


♦機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りの外れ、漏れの点検 ♦送油経路からの油漏れの点検 

♦点検で異常がみつかったときや、点検した後に使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目びしみる 
場合は、使用を中止して、販売店または別紙の [； お客様相談窓口一質]に修理依頼をしてくださし、。 


国定期点検 


長期間ご使苗になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にま全 
にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い巧め店、または修理資格者[(財） 
日本石ミを燃焼機器保守協を （ TEL 03-34 日日-2日 28) でおこなラ技術管理講習を修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社などにお問い合わはください。 


( 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•定油面器-ストレーナの掃除 •油タンクの水巧さ 

♦送油経路の油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはた5を♦操作部品-動く部品のはたらを 

消耗しやずい部品 
の点検-交換 

•点火ヒーター、燃焼リング、ゴム製送油管 

掃除-点検-整備 

\ 

♦本体内部、ファンカバー、巧流用送風機、ブ□アケース(ブ□アモーター） 

•各接続部のパッキン、日 U ング•給排気経路の接続、つまり ， 











回法定点検（長期使用製品ち全点検制度) 


♦この製品は消費生活用製品安全法(消安法)に定め5れた特定保守製品です。 

♦特定保守製品は、お客様自身による保守が難しく経年劣化による重大事故の発生のおそれがある 
ため、消安法により長期使用製品ま全点検制度の対象に指定された製品です。 

•点検期間に法定点検(ち償)を受けていただくことが求め日れていまず。 

♦この製品の設計標準使用期間は8年としていますが、製造年から7年後の6月か5目年後の6月まで 
をを定点検期間と設定していまず。（具体的な法定点検期間については本体に表示しています。） 

ご登録いただしが所有者情報に基づき、点検通知を送付いたします。 


♦特定保守製品とは… 

消費生活用製品のうち、長期間の使用に伴い生ずる努化(経年ち化）により安全上支障が生じ、一般消 
費者の生命または身体に対して特に重大な危害を及ぼすおそれがをいと認め6れる製品であって、使 
用状況等からみてその適切な保守を促進することび適当なをの(消安法第2架第4頃)として指定された 
製品です。 


•法定の点検期間び到来した5点検を受けましょう。 

•特定保守製品は、経年劣化による重大事故を防止ずるために、製品毎に設定された点検期間中に点 
検を受けることび製品の所有者の責務として求め5れています。（消ま法第32条の1 4) 

本製品に表示されております点検期間び到来しました5、忘れずに点検を受けましょラ。 

• また、本製品にはタイムスタンプ(点検時期告知)機能が搭載されておりまず。使用時間び設計標準 
使用期間相当にな0ましたら、デジタル表示部に1分間に]回しを弓 S 」 を表示してお知5せしまず。 
使用が況によってタイムスタンプ機能が設計標準使用期間とずれることをありまず。タイムスタン 
プ機能を解除したい場合は、株式会社トヨトミ業務課 052-822-1 ]44へご連絡ください。解除し 
た場合でち設計標準使用期間か5ご5に]年相当の使用期間があったときに、再度タイムスタンプ 
機能がはた5さまず。 

• なおま定点検後ち使用を継続する場合には、こまゆに （1 〜2年)法定点検に準じた点検を受ける こと 
が本製品を安全にお使いいただくために必要となりますので、ごま意ください。 

♦法定の所有着登録をしましょラ。 

• 特定保守製品の所有者は、この製品の製造(輸入)事業者に法定の所有者登録をずることが求められ 
ておりまず。（消ま法第32をの8第1項及び第2項）製品に同個した r 所有者票」に記載して投函または 
政下の連絡方法にてご登録をお願いしまず。 未だご登録がお済みでない方や、巧有着登録の内容に 
変更が生じた場合には、速やかにご登録をお願いしまず。ご登録されていませんと点検通知の送付 
がでさません。 

• ご登録いただいた所有者情報は、消安ま、個人情報保護法及び当社規定により適切な安全対策のを 
とに管理し、法定点検、リコール等製品安全に関するお知5せをする場合政州こは使用致しません。 

• 所有者票がお手元にない場合は、お問い合わせ連絡先にご連絡ください。 


■所有者登録の方法 

• 所有者票(返信； V ガキ)でのご登録 

製品に同捆されてし巧所有者票に必要な事項を記載の上「保護シール」を姑り付け返送願しほす。 
•インターネットでのご登録 
下記のアドレスから登録いただ'けよ d 。 

http://www.toyotomi.jp/10ken.gtml 

• 電話でのご登録 

株式会社トヨトミ業務課日己 2-822-1 144へご連絡ください。 

受付時間は、受付時間/平日9 ;日日〜17 :日日 

※年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスか5ご覧いただけます。 

http://www.toyotomi.jp/profile/office/index.htmi 

参法定の点検通巧をします。 

法定の所有者登録をいただいたちに、法定の点検通知をいたしまず。（消ま法第32条の 12) 

引つ越し等で所有者登録の内容に変黃びをじた場合には、上記の変更登録をお願いしまず。 

変更登録をされませんと点検通知の送付びでをません。 





图法定点検(長期使用製品安全点検制度) 


【本製品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を8年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期間を超えて使 
用されまずと、経年勞化による発乂-けび等の事故にまるおそれびございます。 

※設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使用期間の算をの根拠 > 参照）の下で、 
適切な取扱いで使巧し、適切な維持管理びおこなわれた場合に、安全上支障なく使用することができる 
標準的な期間として設計上設定される期間で、製記毎に設定されるものです。（消安法第32条の 3) 

一力一無償保証期間とは異なるをのですのでごま意 < ださい。 


<設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使巧期間は、製造年月を始期とし、日本工業規格 J 侶 S 2073「家庭用密閉燃焼式 
石油温風隱房機の標準使用条件、標準加速モード及び試験条件」に基づさ!^以下の使用条件を想定して、 
当社において耐久試験等をおこなった結果算出された数値等に基づさ、経年劣化により安全上ま障び 
生ずるおそれび善しくがないことを權認した時期を終期として設計標準使用期間を設定してお0まず。 


項 目 

条 件 

年間使用時間 

S ， 己日日時間 

換気回数 

] 回 /h 

隱房設定温度 

22ご 


また製品の設計標準使用期間の算出には、上記と使用年数一故障率の特性を使用して8年相当と算出し 
ています。 

くごま意ください！> 

•本製品を上記の標準的な使巧条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた場合においては、 
設言ナ標準使用期間より右早期に安全上ま障を生じるおそれが多くなることが予想されますので、製 
品に表示している点検期間よりを早期に点検を受けましょラ。 

.具体的な点檢期間は、当社業務課(日日 2-822-1 144) にお問し冶わせください。 

•製品を目的がの巧途で使用した D 、 業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場合を設計標準使用期間の到来前に経年劣化等による重大事故発生のおそれび高まる 
ことび予想されますび、このよラなご使用は、お控えいただくよラお願いいたします。 

【点検をおこなラ事業所の配置その化体制に関ずる事項】 

本製品の点検に関するお間い合わせは政下の連絡先よりお願いいたしまず。 

■株式会社トヨト S 業務課 
Tel :日己 2-822-1 144 
Fax ； 0己 2-822 -呂742 
♦受付時間/平日日：日日〜17 :日日 

※年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスか5ご覧いただけます。 
http :// www . toyotomi . jp / profile / office / inclex.html 
•点検料金について 

•点検費用は、お客様にご負担いただくこととなります。また点検の結果、整備が必要となった 
場をは別途整備費用び発生いたします。 

点検料金は技術料、出張料を合計した金額となります。なお点検料金の設定の基準は、下記の 
アドレスからご覧いただけます。 
http :// www . toyotomi . jp / tyouki / index.html 
• 具体的な点検料をにつをましては、上記の連絡先にてご確認いただけます。 

♦点検等に関する事業所は、 r お客様相談窓口 一覧 j (別紙参照)に記載の支店-営業所にな D ます。 













【点検の結果必要になると見込まれる部品の保有期間] 


点検項目 

整備用部品 

pEn 口ぶ 

保有期間 

(1) 燃焼制御装置 

炎検巧装置 

]0年 

(2) 安全装置 

対震自動消火装置、不完全燃焼防止装置 

10年 

(3) 過熱防止装置 

ノ（イ><夕^レスイッチ 

10年 

(4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

] 日年 

(已）燃焼状態 

熱交換器、点乂ヒーター、燃焼1」ング 

] 曰年 


※上記部品は経年莫化により不具合び発生するおそれのある箇所に関する部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するために必要な部品)とは異なりまず。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造な切0後7年です。 

[本製品の清掃その他曰萬のにおこなラべき保守の內容及びその方法】 

•本製品を安をにご使用いただくためには、お客様においてを曰常的に清掃やま全確認をおこなって 
いただくようお願いいたしまず。 

•本製品の取扱説明書 18 ページ r 回 点検•手入れ」 に記載のち法で清掃や安全確認をおこなってください。 
♦清掃や異常を感じた場合の措置をおこなう際には、製品の運転スイッチを「切」にして電源プラグを抜い 
てからおこなってください。 

♦本製品の取扱説明書23ぺージ 「 [15 故障•異常の見分け方と処置方法」 に基づいて調べて異常び生じた 
場含は、直ちに使用を中止してお買い求めの販売店に連絡してください。 


画故障-異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の内容を確認してくださし、。 
下表のよラなげ態は故障ではありません。 



状 態 

説 明 

点 

火 

消 

火 

時 

初めて使用するとさ、けむ0やにおいび出る。 

製品の塗料やノ ' C ッキン、燃焼部に付着した油や 
ほこりなどげ焼けるためです。 

点乂-消火時に r キシ云音」がする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 

点乂してちすぐ温風がでない。 

不快な;を風を出さないためであり、ス i -ーブ内部 
び暖まると自動的に出ます。 

初めて使用すると定は、電磁ポンプの振動 
音が大さい。 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しば5 
くすると止まります。 

燃 

焼 

時 

V 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部びうすホ < 赤熱す 
る。 

異常ではありません。 

とをど击黄色い炎がでる。 

異甫ではありません。 






画故障.異常の見分けかたと処置方法 


■ 


■ 


B 






MIHhBMiM 


wamm 




水混入のな油をすっかり 
抜いて < ださい 


排気筒の接続を確認してく 


排気筒接続不良 


ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 

フレーム□ッド 不良 


コント□- ラー 不良 


不良灯油を使用した 


燃焼中 r カチカチ」音がずることがありまずび、電磁ポンプの運お音で異常ではありません。 
表中の f - 表示は r デジタル表示」（エラー表示）を示します。 


電磁ポンプ不良 
点乂ヒーター不良 



販売店までご相談くださし、 


な油を入れてください 


油タンクに水び入って 
いる 

油タンクに灯ミをびない 


定ミ由面器のリセットボタンを巧し 
てか5再点义操作をしてください 


。停電復帰後点火し直してく 

U ださし、 


電源フラグをコンセントに 
差し込んでください 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 


停電した 


巧震自動消火装置び作 
動した 


処置をおこなっても改善されない場をや原因が特定でをない場合や該当ずる現象びない場合は、お買い求 
めの販売店までご連絡ください。 


ツク表 


故障-診断チ 


使用中急に消える 
使用中室内がにお、っ 
黄乂でをえる 


炎び大さ<な5ない 


突然ずベてのランプが消える 


温風び出ない 


びびり音び出る 


置台に油にじみびある 


点火しない 


運転スイッチび点のしない 
























_ デジタル表示(エラー表示)の 見方 

ストーブの運転中に異萬び起こ0消火した場合、下記のよラに、デジタル表示部に 「エラー表示」 しますので処置をしてください。 


f エラー表お 

原 因 

姐置ち法 ^ 

E- 

0 

•運鼠中に電源が切れました。 

参タイマー点火待機中に電源び切れました。 
(停電安全装置び作動） 

•電源プラグの差し込みを確認し、再点火操作をしてください。 

E- 


♦点火を全装置び作動しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

E ~ 

与 

♦対悪自動消乂装置が作動しました。 

•作動した原因を取り除を、再点火操作をして < ださい。 

国 

m 

参運輯中に消义しました。 

♦販売店まで連絕して<ださい。 

国 

国 

♦ブ□アモーターび故障しました。 

参販売店まで連給してください。 

国 

晒 

♦過熱防止装置び作動しました。 

•本体温度び充分下びるのを待って、 フアン カバーを掃除し、再 
点火操作をして < ださい。 

b ~ 

け 

•; てーナーサ ー S スタび断線しました。 

•; くーナー内に:0油びたま0ました。 

•販売店まで連絡してください。 

E- 

巧 

参着义 S スを3回しました。 

♦販売店まで連路してください。 

E- 

國 

•消义後すぐに再点义操作しました。 

♦しばらく待ってか5巧点乂操作をしてください。 

と_ 

國 

♦排気筒びはずれました。 

♦排気筒を点検して接続を確認し、再点火操作をしてくださし、。 

E- 

150\ 

•不完全燃焼防止装畳び故障しました。 

♦販売店まで連摇してくださし、。 

E- 

E- 

と _ 

B 1\ 

国 

国 

•不売を燃焼防止裝置び作動しました。 

♦部屋の換気をした後、ストーブ本体び巧分にをえてから、機器 
の損傷、給排気筒のはずれなど異常のないことを確認し、再 
点火して < ださい。 

陋 

晒 

\HH 

图 

图 

画 

•不完を燃焼防止装置び連続作動して、不 
完全燃焼通知機能びはたらをました。 

•上記処雷をおこなった後、電源プラグを莲し直して巧点火して 
ください。化置をしても繰り返し作動するときは、目ぶ売店まで 
連絡して < ださい。 

國 

陋 

•さらに不完全燃焼防止装置び連続作動して, 
再点火防止装置びはたらをました。 

♦販売店まで連總してください。 

E- 

nF\ 

•定油面器内の灯油面び上昇しました。 

•販売店まで連給して<ださい。 


給油ランプ点滅 

•ストープに打油び舌ていません。 

♦ミ由タンクに灯油を入れてください。 

— 

—一 

( r 巧! 使用前の準備」 の1 給ミ由のしかた 1参照） 

な';由びある場合は送油経路を点検してくだごい。 

パ'—表示点滅 

•タイマー点乂時刻び設定されていません。 

♦運転スイツチを「切」にして、タイマー点乂時刻を設定してく 
ださい。 

\ 

H , 

•室温び3日むじ!上になりました。 

参ルームサー5スタの取り付け位置びよく 
ありません。 

•ルームサー S スタの取り付け位置を確認し、適切な位置に移 
動させて < ださい。 

_ / 









画故障.異常の見分けかたと処置方法 


( エラー表示 

原 因 

処置方法 ^ 

L 〇 

♦室温び一10む凹下にな0ました。 

参ルームサー S スタの不良、断線、または配 
線抜けでず。 

♦販売店まで連絡してください。 

r t nc 

しし U_f 

•ク U - ニング燃焼中。 

(約日分間カウントダウンしまず。） 

•約日分後に自動的に通甫運転にちど0まず。 

全消な 

•省電力機能び作動しました。 

•操作部のいずれかのボタンを押してください。 

EIB El 

し 点 M 

•点検時期になりました。 

参 国] 法定点検（長期博用製品安を点検制度）を参照して < ださ 
い。 

ノ 


圆部品交換のしれ 


A を意 


I ★ 分解修理の禁止 I 

故障、破損したら使用しないで < ださい。 
不完全な修理は、危険です。 


③ 

分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、定油面器、燃焼 U ング、電磁ポンプ、点火ヒーター、 
パッキンなどの交換部品び必要な場合は、お買い求めになった販売店にご相談ください。 

♦部品交換の際は、必ずトヨトミ純正の補修部品をお使いください。純正の部品1;(がを使用して万一 
故障や事故げ発生した塌合、当社は責任を負いかねまず。 


不完全な修理は危険でず。修理をお受けになる場合は、財団法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ巧術管理講留会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることをおずすめしまず。 


画保管(長期間使用しない場合） 

♦ストーブをイ呆管する場合は、 「じ]点検•手入れ」 の項を参照して、ストーブの手入れをしてか 6 保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-乂気-高温などの悪い影響のおよびにくい巧であって、しかをス1-ーブ 
い上には重量物をのせたり、人びのったりしなぃょぅ配慮してくださし 、 n j 

1 ストーブを長期間使用しないで保管するときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜き、油タンクの 
バルブを閉めて < ださい。 


2 ストーブを使用する季節が終り格納ずるときは、油タンクの灯油を市販の給油ポンプで全部巧き取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して灯油で洗逢してください。 

( 「の点検•手入れ」 の i 定油面器のスト レーテ] 参照） 



-お願い- 

油タンクの丹油を巧くとまは、送油管の灯油を兒全に巧いてください。丹油が残っていると翌シーズ 
ンに使巧ずるとき、つまって灯油が流れなくなりまず。 


I ストーブや油タンクの表面をふいて<ださい。 

I ♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で汚れを取り、乾いた布で水気をふき取ってください。 
•シンナー、ベンジンなどでみくのはおや故ください。塗装が変色したり、危険です。 

本体にほこりがたま5ないよラ、適当なカバーをかけてください。 

I 

' 附属品と「取扱説明書」- r 工事説日月書」- r 保証書 J も紛失しないよラ同時に保管してください。 







固仕様 



A —ナーサ ー 


ルームサー 


運転スイッ 


操作表示基板 



燃 焼 が 態 


消費量 
熱 量 

効 率 

房 出力 ■ 


寸 法 
質 量 

電源電圧及び周波数 

定格消費電力 

給排気筒の型式の呼び 
給排気 筒の呼び径 
給排気筒の壁貫通部の 孔径 
排気 温度 


電 流ヒューズ 
安全装置 


FF-S 白邑 A 

密閉式石油ストーブ • ポット式 • 強制給排気形 • 強制対流お 
電気点火 

灯油し IIS 1 号） ■ 


_ 最大 最ル 


_ n . lkW (1.08 L / h ) _ 3.4 日 kW (0.336 L / h ) __ 

__40000 kJ/h 1 24 日日 kJ/h 

_ 8日.日％ ___8目.。％ 

目.6日 kW r 2.97 kW ~ 


高さ7日日 mm •幅 760 mm •舆行 427 mm (置台を含む） 

約 34 k 旨 ■ 

100 V 加/日日 Hz 

点火時2卽/2目 0 W •燃焼時48/日 2 W . 待機時1.日/日. 8 W - 
最大消費霞力目95/69日 W (点火初期に短時間発生） 

FFP -320 

D 39 _ 

7日〜8日 mm 


26ぴ CLU 下 


4 A _ _ 

対震自動消火装置 • 不完全燃焼防止装置 • 点火安全装置 • 停電安全装置- 
過熱防止装置•燃焼制御装置 


置台 （1 個）•壁固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セット （1 セット）•木ねじ （1 本) 
コム製送油管 （ Im )(1 本）•ホ-スバンド(ル） （2 個） 



茶赤程黄 































因アフターサービス 


保証について 


♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

♦保証期間はお買い求めの曰より1年間でず。 


修理を依頼ずるとを 


•r [四 故障•異常の見分けかたと化置方法 J に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

⑤ 型式の呼び… FF - S 9 目 A 
感お買い求め年月曰 

® 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥ おなまえ，おところ，電話番号 

♦修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただを 
ます。 

♦保証期間び過ぎているとさは、修理すれば使用でさる塌合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さまず。 

•修理輯金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説日月書および本体に表示されている禁止事項-ミ主意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


鮮修用性能部品について 


♦密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の巧有期間は製造巧切り後7年でず。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


乾居される場を 


♦このストーブは電源周波数甜、日日 Hz とを同一仕様です。 

♦電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地か5の転 
居は再調整び必要でず。工事説明書の I 高面仕様への変更のしかた I を参照してください。 


A ま后、 

★分解修理の禁止 


故障、破損したら使巧しないでください。 

の 


不完全な1度理は、危険です。 

分解禁止 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわか6ない場合は、お買いずめの販売店、または、 
紙参照)までお問い合わせください。 




お客様相談窓□一覽（別 











圃据付け-移設について 


I 据付け-移設工事は販売店に依頼する 

♦据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 ~~ 

♦据付けについては、义災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準がありまず。工事説明 
書の r 安全のために必ずお守り<ださい」をお読みになり、販売店または据付業者とよくご相談してく 
ださい。 

•標準据付け例については工事説日月書を参照してください。 

_ 給排気筒を延長する場合の注意 

♦給排気筒を延長する場合は、3 m 3曲がり L ツ下で取巧け5れる場所を選定してください。 

_ 積雪地区における注意 

♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度販い込んで、不完全燃焼を起こすことがあります。 

_ 据付け後の確認 ~ 

♦据据付けび終りました5、もう一度、工事説明書の r を全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されている通り据え付け6れているかどうかを確認してください。 

_ 試運乾 — 

♦試運転は、販売店または据付業者とご一緒におずおこなってください。 


譲哥 就 

1 r 巧!使用前の準備」 の 由のしかた 


点义前の準備と確認 に従って運転準備をしてください。 


1 ♦「 固 使いかた」 に従って運転させてください。 



初期運転時の異常現象 

•ご購入されて初めて使巧されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙び出る場食があります。 


このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）を少し開け、半日から 
1曰程度、「強」運転をしてください。 


♦送油管の途中が山形になったり、をつれたりしていますと、送油管の中に空気びたまって油び流れ 
ないことびあります。 r 问 使用前の準備」 の 「給油のしかた I にがって;关油管のホ 
の空気をおいてください。 


〇正常運転の目ち 

W •正常運転時のバーナーの炎のをは、黄火がとをどをまじる青炎でず。 


消火の手順 


♦n 引使いかた」 の I 消义のしかた I に従って消火操作をしてください。 
















1愛情点横1 

- A - か マ‘ は FH の CC 叶つしづ/ T \ 占扮ゎ 1参 FF 式スト ー ブの捕修用性能部品の 

★長年 C 使用の FF 式スト-ブの点検を！ 誦間は、製造巧切り誘でず。 

口 

ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか 

♦油ちれずる。 

♦点乂しにくい。 
♦強いにおいがする。 

♦おが異常に黄色い。 
♦運転中異常な音がする。 
♦その地の異甫•故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
コンセントか6電源プラ 
グを巧いて、おず販売店 
に点検•修理をご依頼< 

ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 
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型 式 1 

FF - S 96 A 

1 

お買いホめ年月日 

年月日 

お買いおめ店名 

, 
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(電話番号） （ ） 一 
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